
常設展示室特集展

第９回特別展

関連企画

旧観慶丸商店展示

編集者のひとこと
つい最近まで、クールビズ。ネクタイを締めたら、少
し首が苦しく感じる秋本番。暖かさが恋しくなる季節
です。この時期になったらやはり鍋ですね。焚火で鍋
最高ですよ。鍋はやはりUNIFLAME。おらが使用してい
るのは↓。さすが燕三条で作られた鉄製鍋。熱の伝道

率はいいし、何より鍋らしいフォルム？
これぞ焚火に鍋が映える。
とはいっても、暑すぎたりでキャンプに
行けずじまいですが・・・。とはいえ、

庭での 庭での焚火で十分楽しめるのですｹﾄﾞ。
そういえば、２年前に作ったスエーデントーチも使い
頃。仕事以外の楽しみが多すぎて困ってしまいます。
博物館のワークショップで火おこし体験焚火会なんて
のはありですかね。公私混同ｽｲﾏｾﾝ。皆さんの秋本番～
冬にかけての楽しみは何ですか？

（誤字脱字等ご容赦願います。）TM

休館日は月曜日・祝日の場合はその翌日です。

不定期となりますが、本紙配信を希望
の方は右記のメールに「配信希望」と
記載し送信ください。 e-mail：culcenter@city.ishinomaki.lg.jp

石巻市博物館では、武蔵野美術
大学と連携協力協定を締結し、
その連携事業として、石巻市及
び近隣の中学生、高校生を対象
とした「絵画ワークショップ」
を今年５月から行ってきました。
今回の講師は、武蔵野美術大学
の学長を務めております樺山先
生です。樺山先生は、学長の傍
ら油彩画家として活躍しており、
特に「森」の絵を得意としてい
ます。今回は、参加者と一緒に
石巻を歩き、ともに制作を行っ
てきました。また、大学の授業
をふんだんに取り入れ、参加者
には美大生を体感できたのでは
ないかと思っています。
樺山先生の「森」石巻の「海」
がどのように融合したのか、ぜ
ひ会場でご覧ください。
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毛利コレクション特集展
「アイヌ民族資料を収集する」
１０万点を超えるコレクションから、
今度は「アイヌ」です。毛利コレク
ションは、北海道アイヌ資料も豊富
で、国立アイヌ民族博物館との共同
調査も実施しています。
いかにして、アイヌ資料を収集した
のか。収集のきっかけや経緯などを
収集家と交わした手紙でひも解き、
モノ資料でお楽しみいただきます。
ゴールデンカムイとまではいかなく
とも、アイヌの歴史が垣間見えます。

観覧は無料です。
この機会にｾﾞﾋ!!

石巻市博物館を核とした文化芸術に関する連携協力協定
関連事業ワークショップ発表会

もう一つは「渡波・流留塩
田の歴史」になります。
石巻の一大産業でもあった
「塩づくり」に着目しパネ
ル展示を行っています。
本資料は石巻文化センター
時代からの調査事業成果で
す。
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入場は無料です。
まずは、シリーズ「浅井元
義スケッチ展第６期～橋の
見える風景～」です。
北上川の不変の景色と、変
わる暮らしの風景を、日常
をつなぐ橋より見ます。
今回は、スケッチ集『川の
ある風景』から厳選。

博物館講座「アイヌ民族資料を収集する

‐毛利コレクションと杉山寿栄男‐」
展示とリンクして、博物館での研究経過をもとに、毛利コレ
クションのアイヌ資料の収集についてひも解きます。
○令和６年１２月２１日（土）13：30～
○マルホンまきあーとテラス大研修室

初公開！「遠藤源七旧蔵資料」

令和５年度に、御子孫から考古資料をはじ
めとする「遠藤源七旧蔵資料」の寄贈を受
けました。この中から、昭和１４年に、毛
利・杉山とともにアイヌ民族資料収集のた
めの北海道旅行に関する資料を特集展に
合わせて公開します。

今後の予定
◎第１０回企画展
「みちのくの金と金華山」
令和７年１月２５日（土）～３月２３日（日）

◎令和６年度第４回博物館講座
「石巻の鋳銭場（仮）」
令和７年３月２９日（土） マルホンまきあーとテラス大研修室

豪華２本立て!!
。


